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NEDO プロジ࢙クトから生まれた「NEDO インࢧイド〇ရ」 
に関する⤒῭性ຠ果と社会的౽┈に関する研究 

 
 ⴙᮌ៞子㸪山ୗ຾㸪➉ୗ‶(NEDO)ۑ

 
㸯㸬⫼景 
⊂❧行ᨻ法ே新エネルギー・⏘業ᢏ⾡⥲合㛤発機構(௨ୗ、NEDO とグす)では、ᖹᡂ 16 年ᗘからプ

ロジ࢙クト⤊஢ 5 年間におけるᐇ用化のᐇ᪋状ἣ、ヱᙜする〇ရ኎上ࡆ、ᢏ⾡のἼཬຠ果等に関する㏣

㊧調査をᐇ᪋している。これまでの㏣㊧調査は、⤊஢プロジ࢙クトに対するアンケート分析やᢏ⾡的な

アウトカ࣒調査が中心であり、また、調査ᮇ間がプロジ࢙クト⤊஢ᚋ 5 年間に㝈定されることから、5
年を㉸える中㛗ᮇ的な観Ⅼからの㏣㊧調査は十分に行なࢃれることはなかった。 
そこで、NEDO ではᖹᡂ 21 年ᗘから、NEDO プ䝻䝆䜵䜽䝖䛛䜙⏕䜏出䛥䜜た䝁䜰ᢏ⾡䛻䜘䛳䛶、ᐇ用化䛥

䜜た製品䜔プ䝻䝉ス䜢䛂NEDO 䜲ンサ䜲ド製品䛃と定⩏し、⣙ 30 年にࢃたる NEDO プロジ࢙クトの中で生

等に関する┤᥋的ຠ果や社会的ࡆ出された製品䜔プ䝻䝉ス䛻䜘䜛኎上ࡳ出された㛤発ᡂ果によって生ࡳ

౽┈をもたらした間᥋的ຠ果等の࣐クロな⤒῭性評価を行ってきた 1)。 
本研究では、๓ᅇの「NEDO インࢧイド 27 〇ရ」にຍえて、኎上が大きい、あるいは社会的౽┈が

大きい〇ရやプロセスについて㏣ຍ的に調査を行い、新たに「NEDO インࢧイド 50 〇ရ」を対象とし、

事業者や業⏺ᅋయからのアンケート、ࣄアリング、あるいは文献等のデータを用いて、ᙜヱ〇ရに関す

る┤㏆の኎上ࡆ、ᑗ来のண ኎上ࡆなどの⤒῭性ຠ果、㞠用๰出ຠ果や CO2๐減㔞等の社会的౽┈、ཬ

 。のἼཬຠ果等について考察したので、その結果を報告する࡬他の〇ရࡧ

 
㸰㸬調査方法 
๓ᅇ報告した⤒῭性評価と同様に 1)、本研究でも኎上ࡆに対する NEDO プロジ࢙クトによるᡂ果の

ᐤ与⋡を 100%としてヨ⟬している。その理⏤として、「NEDO インࢧイド〇ရ」は NEDO プロジ࢙ク

トにおいて㛤発ึᮇẁ㝵において㛤発されたコアᢏ⾡が⤌ࡳ㎸まれている〇ရやプロセスと定⩏され

ており、㛤発ᡂ果がなけれ1、ࡤ)ᐇ用化が大ᖜに㐜れた、ཪはᐇ現していない、2) ᙜヱ〇ရの多くが基

♏・基┙からᐇドの㛤発が行ࢃれている、3)ᐤ与⋡は〇ရによって異なり、精緻化することがᅔ㞴にな

るためである。「NEDO インࢧイド〇ရ」をຠ⋡的に抽出するため、(ϸ)1,000 ൨෇௨上の┤㏆༢年ᗘ኎

上ࡆ、(Ϲ)100 ൨෇௨上 1,000 ൨෇未‶の┤㏆༢年ᗘ኎上ࡆ、(Ϻ) ኎上ࡆはᑠさいが社会的౽┈が特に

大きいと見㎸まれるೃ⿵〇ရ 50 ရ目(௒ᅇ調査の㏣ຍ 23 〇ရをྵࡴ)について、見┤し、෌㑅定したう

えで、参ຍ௻業࡬のアンケート調査を行った。アンケート調査のᅇ⟅だけでは㛤発ᡂ果の኎上ࡆ等が୙

明であった場合には、文献調査、業⏺ᅋయ等࡬のࣄアリング調査を行い、可能な㝈り合理的なㄝ明がで

きる᮲件(事業者、関ಀ者等の同意等)で NEDO が㏣ຍ的なヨ⟬を行った。 
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௻業࡬のアンケート項目としては、ձ〇ရྡ、ղプロジ࢙クトྡ、ᐇ᪋ᮇ間、ᢞධண⟬、ճプロジ࢙

クトの㈉献、㛤発ᡂ果が〇ရのどこに౑ࢃれているのか㸽 մ኎上ࡆを上ࡆている参ຍ௻業ྡ、յ参ຍ

௻業毎の 5 年間の኎上ࡆ、ཪは業⏺全యの኎上ࡆデータ、ն2020 年における኎上2011、ࡆ㹼2020 年の

⣼✚኎上ࡆண 、շ「յ、ն」のヨ⟬に౑った᰿ᣐ(データ、論文等)、ո社会的౽┈(CO2๐減㔞、┬エ

ネ⋡、㞠用等)、չノウࣁウ、他の〇ရ࡬のἼཬ、〇ရ・ᢏ⾡の受㈹Ṕ、その他重要な項目についてᅇ⟅

を得た。ణし、十分なᅇ⟅が得られなかった場合には、ձ業⏺ᅋయの公⾲データ、ղ公的機関、Ẹ間調

査機関の公⾲データ、ճさらに୙足するデータについては、上グのྲྀ得データから⿵᏶計⟬し、その結

果について参ຍ௻業に確認し、஢ゎを得たものをྲྀ得データとした。また、ᑗ来⣼✚኎上ࡆண はアン

ケート調査結果、ᕷ場の動向を㋃まえ、௨ୗの 5 つの኎上ࡆᣲ動から、᥎定してヨ⟬した。 
 
(1)㡰調な኎上ࡆがᮇᚅできる〇ရ㸸 
Ѝ 過ཤから現ᅾの኎上ࡆのఙࡧ⋡で 2020 年までఙࡧると᝿定してヨ⟬ 
(2)ᅜや業⏺等が኎上ࡆをண᝿している〇ရ、ཪは(3)すでに኎上ࡆがᡂ⇍している〇ရ㸸 
Ѝ アンケートの௻業ᅇ⟅にᑗ来時Ⅼの኎上ࡆண᝿㢠がある場合には、2011 年までのఙࡧ⋡で、 

2020 年までఙࡧる、ཪはኚࢃらないと᝿定してヨ⟬ 
(4)〇ရᑑ࿨が短い〇ရ、ཪは(5)ᑗ来、኎上ࡆをண᝿し㞴い〇ရ㸸 
Ѝ 2011 年時Ⅼから኎上ࡆのఙࡧはୗがる、あるいは毎年、同㢠の኎上ࡆが続くと᝿定してヨ⟬ 

 
また、費用対ຠ果の分析の一環として、㛤発費のᢞධに対する⛯཰のヨ⟬(2011㹼2020 年の⣼計)につ

いては⛯ᘬき๓の฼┈⋡(2004㹼2008 年ᗘᐇ⦼のᖹᆒ್)を用いてヨ⟬し、また、㞠用๰出ຠ果(2011㹼
2020 年の⣼計)は኎上高ே件費⋡とᖹᆒ年཰(ともに 2004㹼2008 年ᗘᐇ⦼のᖹᆒ್)を用いてヨ⟬した。 
 
㸱㸬ゎ析結果 
3-1)⤒῭性評価と社会的౽┈に関する評価㸸 
 ኴ㝧ග発㟁、㢼ຊ発㟁、ࣈルーレイ・ディスク関連〇ရ、ᐙᗞ用ࣄート࣏ンプ給は等ჾ‮ 1,000 ൨෇

௨上の┤㏆༢年ᗘ኎上ࡆがある〇ရは 2)、๓ᅇより኎上ࡆをఙࡤしている一方、ᗫᲠ≀発㟁、ᐙᗞ用⇞

料㟁ụコジ࢙ネ等の 100 ൨෇௨上 1,000 ൨෇未‶の┤㏆༢年ᗘ኎上ࡆのある〇ရは、それ࡯ど大きな኎

上ࡆのఙࡧはなかった。〇ရの኎上ࡆは景Ẽの動向にᕥྑされやすいため、๓ᅇ調査を行った多くの〇

ရで༢価は低ୗしたものの、ᾏ外࡬の኎上ࡆのఙࡧや㈍኎ྎᩘの増ຍしていることが明らかとなった。

また、௒ᅇの調査結果から、኎上ࡆはᑠさいが社会的౽┈が大きい〇ရ(社会的課題のゎỴ、部ရとして

の࢙ࢩアーが大きい等)が、新たに㏣ຍされる〇ရの中に多くྵまれていることが明らかとなった。 
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「その他」㸸ロ࣎ット㸦㆙ഛ用、Ύᤲ用、⏘業用等）、᭷機 EL ↷明等、ᗫᲠ≀発㟁、┿✵᩿⇕ᮦ、ࣇロン◚ቯ、HD ドライࣈ、༙ᑟయ〇

造ᢏ⾡、༙ᑟయ関連᥋╔ᢏ⾡、ࢼノイーᛂ用〇ရ、X ⥺ CT デ᩿⿦⨨、エコセ࣓ント、⛣動య用⵳㟁ụ、㟁子ᮦ料用⤯⦕ᮦ料、⏘業用ࣄ

ート࣏ンプ、高㏿デジタル」写機、෭⇕⵳⇕ࢩステ࣒、短ୗ⫥⿦ල、┬エネᆺ建機、ࢧル࢓ࣇーࣇリー軽Ἔ、࣍ー࣒ IT ⅖⫢、࣒ステࢩ

等デ᩿ࢩステ࣒、⢾㙐ᚤ㔞㎿㏿ゎ析ࢩステ、高機能・ಙ㢗性ࢧーバ、金属࢞ラス、ගゐ፹等 
 

「NEDO インࢧイド 50 〇ရ」に関する኎上ࡆᐇ⦼とᑗ来の኎上ࡆண 㢠をヨ⟬した結果を⾲㸯に♧

す。50 〇ရに関する研究㛤発⣼✚費 5,765 ൨෇に対して、┤㏆༢年ᗘ኎上ࡆᐇ⦼㸸3.98 ඙෇、┤㏆ 5
年間の⣼✚኎上ࡆᐇ⦼㸸13.95 ඙෇、2011㹼2020 年までの኎上ࡆண ⣼計㸸⣙ 66 ඙෇とヨ⟬された。  
また、NEDO プロジ࢙クトの原資は⛯金であることから、ᙜヱ 50 〇ရに関するᑗ来の⛯཰見㎸ࡳ、

や㞠用๰出ຠ果についてもヨ⟬を行ったところ、対象 50 〇ရに関しては、௒ᚋ 10 年間で、これまでの

ᢞධ⛯㢠 5,765 ൨෇を㉺える、9,834 ൨෇の⛯཰が見㎸まれることがヨ⟬された。また、㞠用๰出ຠ果

については、年間 10.7㹼17.7 ୓⛬ᗘの新つ㞠用を生ࡳ出すことが明らかとなった。 
 

ϸ)研究㛤発費のᢞධに対する⛯཰ヨ⟬(2011㹼2020 年の⣼計)㸸 
50ۑ  〇ရに対するᅜ費ᨭ出㢠⣼計は ⣙ 5,765 ൨෇ 
法ேᡤ得課⛯㸸⣙ۑ  66 ඙෇�3.66%(⛯ᘬき๓฼┈⋡)�40.69㸣(法ேᐇຠ⛯⋡)㸻⣙ 9,834 ൨෇ 
 
ͤ⛯ᘬき๓の฼┈⋡は、㈈務┬㺀法ே௻業⤫計㺁より、〇造業における⛯ᘬきの๓ᙜᮇ純฼┈を኎上高で㝖したもの(2004
㹼2008 年ᗘᐇ⦼のᖹᆒ್) 
 

Ϲ)㞠用๰出ຠ果(2011㹼2020 年の⣼計)㸸 
⣙ۑ  66 ඙෇�13.38㸣(኎上高ே件費⋡)÷499 ୓෇(ᖹᆒ཰ධ)㸻⣙ 177 ୓ே/10 年 
 
ͤ኎上高ே件費⋡は、㈈務┬㺀法ே௻業⤫計㺁より〇造業の್を⟬出したもの(2004㹼2008 年ᗘᐇ⦼のᖹᆒ್)。ᖹᆒ཰ධ

は、ᅜ⛯庁㺀Ẹ間給与ᐇ態調査㺁より〇造業(化学工業、金属機Ე工業、⧄⥔工業、その他の〇造業を合計)のᖹᆒ給与㢠を

⟬出したもの(2004㹼2008 年ᐇ⦼のᖹᆒ್)。 
 
3-2) 「NEDO インࢧイド〇ရ」の㈉献 
本研究では、๓ᅇの対象 27〇ရ 1)から 50〇ရ࡬ᣑ大するため、෌ᗘ、プロジ࢙クトが⤊஢して 5年

௨上⤒過 (㏣㊧調査௨㝆)したプロジ࢙クトの中で、大きな኎上や社会的౽┈を果たしている 100௨上の

ೃ⿵〇ရ(๓ᅇの〇ရもྵࡴ）について抽出し、᭷識者等の意見、定㔞評価等をしてඃⰋ 50〇ရの抽出、

㡰఩௜けを行った。なお、๓ᅇの 27 〇ရの中には、㈍኎୙᣺による発኎中Ṇや事業෌⦅等による影響

で、኎上等が⃭減した等、一部ධれ᭰えとなる〇ရが 3〇ရ࡯どあった。๓ᅇの報告では、「エネルギ

ー・環境」、「⏘業➇தຊᙉ化」、「安心安全」といった NEDOの࣑ッࣙࢩンで分㢮したが、それぞれの〇

ရが᭷する特性を十分⾲現することが㞴しかったため、社会࡬のインパクトを明確に⾲現できる新たな

指ᶆ(カテࢦリー)として、(1)ᕷ場๰出のඛ㥑者(9 〇ရ㸸一௻業では対ᛂが㞴しいᢏ⾡㛤発を中㛗ᮇにᨭ᥼）、(2)
ᅜ㝿➇தຊのࣈースター㸦10 〇ရ㸸ᢏ⾡㛤発のຍ㏿により、⏘業➇தຊのᙉ化にᐤ与）、(3)ᖜᗈい分㔝のᗏ上ࡆ

(6 〇ရ㸸時間と費用がⳘ大に要する基♏基┙的なᢏ⾡㠉新のಁ㐍)、(4)社会的な課題ゎỴ(25 〇ရ㸸法つไ、ୡ⏺の

₻流など、ᆅ⌫にやさしい環境ᢏ⾡の㛤発など)といった分㢮で、෌ᩚ理した。⾲ 2 には、指ᶆ(カテࢦリー)別
に、インパクトが大きい〇ရ౛を♧す。࢞スターࣅン、MEMS、高性能セラ࣑ックスが新たな〇ရとし

て㏣ຍされ、ᑗ来኎上ࡆ、Ἴཬຠ果等の観Ⅼからᴟめてインパクトが大きいことが明らかとなった。 
 ௒ᅇの対象 50 〇ရでは、高機能部ᮦに相ᙜする〇ရやプロセスがᩘ多くྵまれ、それらの部ᮦ〇ရ(೫
ගࣇィル࣒、パワー༙ᑟయᮦ料、セラ࣑ックス等)やຍ工ᢏ⾡(MEMS)が、自動㌴、ᐙ㟁、ࢤー࣒機等の日本の

⏘業をᨭえる〇ရに多くᦚ㍕されていた。また、CO2 ๐減に大きく㈉献する〇ရも 12 ရがྵまれてお

り、その๐減ຠ果は年間 4,000 ୓ৗ/年⛬ᗘとᴟめて大きいことがヨ⟬された。௒ᅇの「NEDO インࢧ

イド 50 〇ရ」の⣙༙ᩘは、「(4)社会的な課題ゎỴ」に関する〇ရがྵまれており、኎上ࡆは大きくない

ものの、環境ၥ題࡬の対ᛂ、་⒪デ᩿、⚟♴機ჾなど社会的㈉献が大きいものが㏣ຍされていた 3)。 
 

 
⾲ 2.社会的なインパクトが大きな「NEDO インࢧイド〇ရ」の౛ 

指ᶆ(カテࢦリー) 社会的インパクトが大きい主な「NEDO インࢧイド〇ရ」 

(1)ᕷ場๰出のඛ㥑者 
ーࣄン(1980㹼)、ᐙᗞ用ࣅスター࢞、㸸ኴ㝧ග発㟁(1981㹼)、㢼ຊ発㟁(1981㹼)ۻۻۻ

ト࣏ンプ給(㹼2991)ụ㟁⵳用動⛣、(㹼4891)ჾ‮ 
 㸸ᐙᗞ用⇞料㟁ụ(1992㹼)ۻ  ルーレイ関連ၟရ(1998㹼)ࣈ㸸ۻۻ

(2)ᅜ㝿➇தຊのࣈースター ۻۻ㸸㟁子ᮦ料用ࣇィル࣒(2001㹼) ۻᆶ┤☢Ẽグ㘓(1995㹼) 

(3)ᖜᗈい分㔝のᗏ上ۻۻۻ ࡆMEMS(1991㹼) ۻۻ高性能セラ࣑ックス(1981㹼) 

(4)社会的な課題ゎỴ ࢼۻۻۻノイー関連〇ရ(2001㹼) ࣇۻۻロン◚ቯ(1996㹼)、Ỉฎ理(1997㹼) 
 高性能工業⅔(1993㹼)ۻ

 。が大きい(CO2๐減ຠ果等、ࡆ኎上)ど、インパクト࡯のᩘが多いۻ
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3-3)「NEDO インࢧイド〇ရ」に関するᢏ⾡ఏ᧛の事౛㸸 
 ኴ㝧ග発㟁、࢞スターࣅン、高性能工業⅔、ᐙᗞ用⇞料㟁ụなどの最⤊〇ရは、኎上ࡆが容᫆にヨ⟬

することができるが、部ᮦ、ຍ工ᢏ⾡などは、どのような最⤊〇ရに⤌ࡳ㎸まれているか㸽௻業の研究

者、業⏺ᅋయや大学の᭷識者等からのࣄアリングや様々な情報ࢯース等によって᥎定することになる。

ᅗ 2 に、「NEDO インࢧイド〇ရ」にྵまれる部ᮦやຍ工ᢏ⾡(MENS、多ᒙ化ࣇィル࣒、┬エネᚤ⣽レーザー

ຍ工、軽㔞化᥋╔๣等)が最⤊〇ရ(自動㌴、ᦠᖏ㟁ヰ、ࢤー࣒機等)ࡳ⤌࡬㎸まれる事౛を♧す。30 年௨上の中

㛗ᮇの NEDO プロジ࢙クトによってᇵࢃれた MEMS ᢏ⾡が、༙ ᑟయᢏ⾡にྲྀって代ࢃって、様々な機

能性中間〇ရ(ᅽຊセンࢧー、ຍ㏿ᗘセンࢧー、࣐イクロ࢛ࣇン等)や最⤊〇ရ࡬とఏ᧛している事が分かる。ま

た、これまでにない高ᗘな情報ฎ理(㏿ᗘ、࣓ࣔリー等)、多様な┬エネ (軽㔞化、㥑動ไᚚ等) ࡬の要ồをゎ

Ỵするために㛤発された部ᮦ等も、様々な機能性中間〇ရ㸦エアロ࣓ーター、ᅽຊセンࢧー、༙ ᑟయチップ等）、

最⤊〇ရ࡬とఏ᧛している。「NEDO インࢧイド〇ရ」によって〇造された高性能中間〇ရは、他の

「NEDO インࢧイド〇ရ」の⤌ࡳ合ࢃせによって、より高機能化、低コスト化、┬エネ化をᐇ現し、ᅜ

内の基┙となる⏘業における重要な最⤊〇ရ࡬と⤌ࡳ㎸まれている事がࢃかる 3)。 

  
㸲㸬まとめ 
本報告では、㺀NEDO インࢧイド 50 〇ရ㺁を対象に、アンケートやࣄアリング、文献調査により、๓

ᅇの報告の時にẚ࡭、様々な機能性〇ရが最⤊〇ရにおける重要な部ရとして฼用されている事が明ら

かとなった。௒ᚋは、生活向上、౽฼、安心・安全、೺ᗣ、環境ί化等、社会的なἼཬຠ果の観Ⅼから

௒ᚋ、さらなる㏣ຍ的な調査を行いながらᨵၿをᅗるண定にしている。 
 
ㅰ㎡㸸本研究をᐇ᪋するうえで、ᚚᅬ生ㄔᮾ大ྡ㄃ᩍᤵからの㐺ษなアドバイス、ओ୕⳻⥲合研究ᡤの 
  中ᲄᐶ研究理事、高ᓥ⏤ᕸ子主研等による調査࣏ࢧートのおかࡆであり῝く感ㅰ⏦し上ࡆます。 

 
࠙ᘬ用文献ࠚ 
1)┿㘠、ᒣୗ䜙、䛂NEDOプ䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛚䛡䜛費用対ຠᯝ䛻㛵䛩䜛୍⪃ᐹ(NEDO䜲ンサ䜲ド製品)䛻㛵䛩䜛ㄪ査

⤖ᯝのᴫ要䛃研究・ᢏ⾡ィ⏬学఍ண✏㞟(2B15 ᖹᡂ 22 年 10 ᭶ ள⣽ள኱学) 

2)ⴙᮌ、山ୗら「中㛗ᮇ NEDO プロジ࢙クトから生ࡳ出される NEDO インࢧイド〇ရに関する分析」

研究・ᢏ⾡計画学会ண✏集(2I10 ᖹᡂ 23 年 10 ᭶ 山ཱྀ大学) 
3)ᖹᡂ 23 年ᗘᡂ果報告書「NEDO プロジ࢙クトから生まれた〇ရ、NEDO インࢧイドに関するಠ▔調

査」(ᖹᡂ 24 年 3 ᭶㸸新エネルギー・⏘業ᢏ⾡⥲合㛤発機構、୕⳻⥲合研究ᡤ) 
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ᅗ 2㸬「NEDO インࢧイド〇ရ」が⤌ࡳ㎸まれている最⤊〇ရの事౛ 




